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3333‐‐‐‐2222‐‐‐‐3333    基本設計図基本設計図基本設計図基本設計図 

基本設計図は①‐②‐③の 3桁の分類記号により示す。 

分類番号①は施設区分を示し、以下のとおり。 

0 ： 全体 

1 ： 取水施設 

2 ： 導水施設 

3 ： 浄水場施設 

4 ： 機械・電気施設 

5 ： 配水施設 

   

分類番号②は、工事の種類を示し、以下のとおり。 

G ： 標準図 

C ： 土木工事 

A ： 建築工事 

M ： 機械工事 

E ： 電気工事 

   

分類番号③は当該工事における順番を示す。 
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表表表表 3-26    図面リスト図面リスト図面リスト図面リスト 
番号 図面番号 図面名称 縮尺 

1 0-G-1 一般平面図 1:500 

2 0-G-2 水位高低図 なし 

3 2-C-1 平面図（導水管） 図示 

4 2-C-2 標準断面図（導水管） 1:500 

5 3-C-1 着水井 1:200 

6 3-C-2 酸化池・ろ過池（１） 1:200 

7 3-C-3 酸化池・ろ過池（２） 1:200 

8 3-C-4 浄水池 1:100,200 

9 3-C-5 ポンプ室 1:200 

10 3-C-6 高架水槽 1:200 

11 3-C-7 薬品注入設備棟 1:200 

12 3-C-8 予備発電・電気棟 1:200 

13 3-C-9 管理棟 1:200 

14 3-C-10 ワークショップ 1:200 

15 3-C-11 ガードハウス 1:200 

16 4-M-1 機械フロー図（１） なし 

17 4-M-2 機械フロー図（２） なし 

18 4-E-1 計装フロー図（１） なし 

19 4-E-2 計装フロー図（２） なし 

20 5-C-1 平面図（配水管） 図示 

21 5-C-2 標準断面図（配水管） 図示 

22 5-C-3 水管橋 図示 
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3333‐‐‐‐2222‐‐‐‐4444    施工計画施工計画施工計画施工計画/調達計画調達計画調達計画調達計画 

3333‐‐‐‐2222‐‐‐‐4444‐‐‐‐1111    施工計画施工計画施工計画施工計画/調達計画調達計画調達計画調達計画 

「カ」国側の本プロジェクトの実施機関は MIME である。プロジェクトの実施体制を図 3-19 に示

す。 

「カ」国政府

鉱工業エネルギー省

シェムリアップ水道局

プロジェクトチーム

シェムリアップ州政府

日本国政府

外務省
現地日本国大使館

独立行政法人
国際協力機構

現地JICA事務所

施工監理技術者

コンサルタント

派遣技術者 現地採用技術者

所長（総括技術者）

コントラクター

常駐技術者 派遣技術者

現地採用技術者 現地採用技術者

コンサルタント
契約

工事請負契約

調整

認証 業務報告

承認申請施工監理

交換公文

(MIME)

 

図図図図 3-19    プロジェクトの実施体制プロジェクトの実施体制プロジェクトの実施体制プロジェクトの実施体制 
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 本事業は、詳細設計の段階からMIME内に特別に組織されるプロジェクトチームが終始一貫して業

務を担当するものとする。プロジェクトチームの役割は以下に示す。 

① 本計画に対するMIMEの窓口 

② MIME内部の関連部局との連絡・調整 

③ 本計画に関連する関係機関（APSARA、シェムリアップ州等）との連絡・調整 

④ 設計・入札業務のとりまとめ 

⑤ 追加の調査・試験が必要な場合における予算および要員の確保 

日本のコンサルタントは事業を円滑に進めるために、詳細設計、入札業務の支援、施工監理を行い、

所定の期間内で事業を完了させる。そのため現地に施工監理技師を常駐させ工事全般に係る MIME の

代理人として業務にあたらせるとともに、主要構造物の完成時など必要に応じて技師を派遣して監理

業務を行う。 

本事業は、取水、導水、浄水、送水、配水から成る水道施設一式の建設事業で、取水場・浄水場の

工事は土木・建築・機械・電気工事を含むが、その他は管路布設工事であり、水道施設建設工事に実

績を持つ日本の一般土木工事請負業者を以て工事にあたらすことが適当と判断する。 

業者選定にあたっては、一般公開入札によるものとし、このため、MIME と協議・確認の上、入札

参加業者に求められる資格および選定基準を入札準備作業時に決定する。 

工事実施にあたっては、本邦請負業者の技術者が常駐し、監督・指導・施工にあたる。なお、本事

業は取水、導水、浄水、送水、配水の各構成要素が完成して始めて水道システムとしての機能を発揮

するため、期分けをしても各期の具体的な効果が上がらないことから期分けは考慮せず国債を適用す

る。 

3333‐‐‐‐2222‐‐‐‐4444‐‐‐‐2222    施工上施工上施工上施工上/調達上の留意事項調達上の留意事項調達上の留意事項調達上の留意事項 

「カ」国建設業界は未発達で零細である。技術力は脆弱で、本計画規模の事業は実施できない。た

だし、配管工事においては、プノンペン市水道公社に対する無償資金協力事業をとおして技術移転が

促進され、施工技術の向上が認められることから、発注者の承諾を得て本邦請負業者の管理のもと下

請けとして管渠工事にあたるには特に問題はないと判断される。 

取水場・浄水場建設工事は土木・建築・機械・電気工事を含む。浄水場建設現場に建設事務所を確

保することは困難であり、ダクタイル鋳鉄管等の資材置場の用地を考えると、民有地を確保する必要

がある。施工上の留意点として以下のことが指摘できる。 

① 井戸および浄水場建設予定地の地雷探査は、MIMEがCMACと協力して実施し安全性が確認される。し

かしながら、埋設不発弾の有無については、精査することは困難であることから、杭地業等基礎掘削に

おいては十分な注意が必要である。 
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② 現状、埋没遺跡は見つかっていない。万一、埋没遺跡が発見された場合は、MIMEはもちろんのこと

APSARAやUNESCO等関係機関へ通報し、考古学的に必要な作業を優先しながら事業を実施する。 

③ 管路は原則として公道に敷設される。国道6号沿線シェムリアップ河川横断工事においては、交通量も多

いことから、十分な安全対策を施すものとする。 

④ 本計画においては岩盤掘削は予定していない。万一必要な場合は、関係当局と協調し十分に安全を確認

しながら慎重に工事を行う必要がある。 

3333‐‐‐‐2222‐‐‐‐4444‐‐‐‐3333    施工区分施工区分施工区分施工区分/調達・据付区分調達・据付区分調達・据付区分調達・据付区分 

本計画における施工区分は以下のとおり。対象施設・設備の建設工事は日本側が実施する。 

表表表表 3-27    施工・調達・据付区分施工・調達・据付区分施工・調達・据付区分施工・調達・据付区分 
日本国側 「カ」国側 

- 井戸建設 - 用地取得（地雷撤去、遺跡調査を含む整地） 
- 浄水場土木・建築工事 - プロジェクトチームのシェムリアップへの派遣 
- 取水・浄水場機械・電気設備工事 - 不発弾が発見された場合の処理 
- 維持管理等の機材調達 - 埋没遺跡が発見された場合の処理 
 - 井戸および浄水場外柵工事 
 - 浄水場までの配電線工事 
 - 量水器（取付小管含）据付 
  

3333‐‐‐‐2222‐‐‐‐4444‐‐‐‐4444    施工監理計画施工監理計画施工監理計画施工監理計画/調達監理計画調達監理計画調達監理計画調達監理計画 

（1）詳細設計 

基本設計調査の結果に基づいて、日本国政府が無償資金協力の実施を決定した場合、「カ」国政府

との問で詳細設計実施に係る交換公文（E／N）が署名される。その後、日本国のコンサルタントは「カ」

国側と契約を結び、日本国政府の認証を得た後、詳細設計を実施する。詳細設計の開始時には現地の

測量、土質調査を含め、詳細な現地調査を実施し、帰国後、国内にて設計作業を行い、入札関連図書

（詳細設計計算書、設計図および入札書類）準備を行う。入札図書はすべてMIMEの承認を得るものとす

る。詳細設計は現地調査を 3ヶ月、国内解析等を 5ヶ月見込み、合計期間は 7ヶ月要する。 

（2）入札業務 

詳細設計の結果に基づいて、日本政府が無償資金協力の実施を決定した場合、「カ」国政府との間

で施設建設に係る交換公文（E／N）が署名される。その後、日本国のコンサルタントは「カ」国側と

契約を結び、日本国政府の認証を得た後、詳細設計により準備された入札図書により、直ちに入札作

業を行う。コンサルタントはMIMEの代理人として以下の一連の作業を行う。期間は 3ヶ月を見込む。

入札業務は施工監理の一環として最初の作業となる。 

① 入札参加資格審査公示から1週間の準備期間を設けて入札資格審査参加者からの入札参加申請書を受理

する。 

② 入札参加申請書の受理後、遅滞無く速やかに入札参加資格の審査を行う。 
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③ 入札参加適格者に入札図書を配付した後45日間の準備期間を設け、関係者立会いの下に入札を実施する。 

④ 入札最低価格提示業者を本案件の契約業者としてMIMEに推薦し、工事請負契約締結を推進する。 

（3）施工監理 

取水場・浄水場における工事は土木・建築・機械･電気工事を伴い、送水管・配水管工事は管路布設

工事が中心となる。日本より派遣する技術者は、常駐監理を行う土木技術者を 1 名配置し、取水技師

については、水源開発工事の完了時期にスポット監理として短期間の派遣を行う。施工箇所が取水場、

導水管、浄水場、配水管と広範囲にわたることから、現地土木技術者を雇用しコンサルタント常駐管

理者の補佐役に当てるものとする。施工監理に当たっては MIME および関係機関ならびに日本側施工

者と綿密な打合せのもとに業務を実施する。 

（4）運転管理技術指導 

ソフト・コンポーネントを実施し、コンサルタントは計画施設の設計内容を講習し、施設建設が完

了した後２カ月間の試運転を兼ね具体的な施設運転について技術指導を実施する。本計画浄水場は既

存浄水場と同様なプロセスを採用しているものの、給水量で既存浄水場の約５倍を超える規模を有す

る施設であることから、慎重に試運転調整を図りながら技術移転を図る。なお、請負業者は、各施設・

設備に関する運転管理マニュアルを作成し、ソフト・コンポーネントに連携した訓練を実施する。 

3333‐‐‐‐2222‐‐‐‐4444‐‐‐‐5555    品質管理計画品質管理計画品質管理計画品質管理計画 

施工する構造物および製品は、設計段階において検討、作成された一般仕様、特記仕様、図面等に

示される規格、基準等に照らし合わせた機能、品質を持つものであることが要求される。品質管理を

適切に行うことにより、納入されるものの品質が設計通りのものとなっていることを確認すると同時

に、現場で施工される土木・建築構造物についてはわが国の基準等に基づき設計する。コンクリート

の品質である設計基準強度、スランプ、水セメント比等は現地で検査する。また、事前に骨材の品質、

コンクリートの調合、打設計画などの検査を行う。 

各種資機材および工事に関する主要規格、基準は次のものとする。 

・ コンクリート標準示方書・設計編（土木学会） 

・ 鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説（日本建築学会） 

・ 壁構造関係設計基準・同解説（日本建築学会） 

・ 鋼構造計算基準（日本建築学会） 

・ 建築基礎構造設計指針（日本建築学会） 

・ およびこれらに準ずる基準等 

3333‐‐‐‐2222‐‐‐‐4444‐‐‐‐6666    資機材等調達計画資機材等調達計画資機材等調達計画資機材等調達計画 

本計画に必要な資機材は可能な限り現地調達するものとするが、i)現地調達が不可能な資機材、ii)

品質・仕様等が現地調達資機材で適合しないもの、あるいは、iii)納期について不安のあるもの、につ



 

 88 

いては限られた期間内で工事を完了させなければならないことを考慮して、日本もしくは第三国より

調達する。 

建設機械については大概のものが「カ」国においてリースで利用可能であり、日本および第三国よ

り調達するよりも安いため、現地調達とする。現地にて大量の鉄筋を入手する場合、ベトナム製品あ

るいはタイ製品の購入が可能である。また、日本製鉄筋も近年品質はもちろんのこと価格的に競争力

を有することから、これらについて輸送費を含んだ総合的な価格を比較検討した結果、鉄筋は現地で

流通しているタイ製を想定する。各戸給水に必要な量水器は、プノンペン市における無償資金協力事

業においてはマレーシア製を採用している。本計画においては「カ」国近隣諸国の量水器について技

術的、経済的観点から採用の可否を検討した結果、プノンペン市と同様マレーシア製を想定する。導

水管および配水管等の主要部配管材については、配水施設計画にて述べたとおり、施工性および耐久

性に優れ、プノンペン市水道公社にて不明水低減に多大な成果をあげているダクタイル鋳鉄管を採用

する。原水導水管は低い pHに対処するため特殊内面加工が必要となり日本製を想定する、送・配水管

については飲用水として処理済であることから、通常仕様のダクタイル鋳鉄管とし価格的に優位な台

湾製を想定する。ただし、口径 200mmまでの小口径配管材は、車両等の載荷重の少ない箇所で技術的

に許容する限り、安価な塩化ビニル管を採用する。地下水開発に必要な井戸スクリーンは、「カ」国で

は生産されていないことから、日本およびその他「カ」国周辺国の製品について技術的、経済的観点

から比較検討した結果、最も価格的に有利と判断されたタイ製を想定する。 

以下に本計画で使用される主要資機材の調達計画(案)を示す。 

（1）現地調達 

建設機械、鉄筋、塩化ビニル管、セメント、砂、砂利、レンガ、型枠、軽油、ガソリン等 

（2）日本調達 

取水ポンプ、洗浄ポンプ、送水ポンプ、塩素注入機、塩素注入機給水加圧ポンプ、塩素漏洩検知設備、

薬品タンク、ダクタイル鋳鉄管（原水導水管）、取水場・浄水場内各種バルブ・ゲート類等、薬品注入

用配管材、主要電気設備、流量計、レベル計、圧力計t等 

（3）第三国調達 

量水器：マレーシア、井戸スクリーン：タイ、ダクタイル鋳鉄管（送・配水管）：台湾 

日本調達品については積載量が小口（1,500F/T）以下である場合、シンガポール港経由での輸送ルー

トを計画する。導水管および配水管に使用するダクタイル鋳鉄管については、大口となることから「カ」

国シアヌークビル港への直送が可能である。シアヌークビル～プノンペン間の国道４号線は約 240 km

である。さらに、プノンペン～シェムリアップまでの陸送距離は 240kmである。 
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3333‐‐‐‐2222‐‐‐‐4444‐‐‐‐7777    ソフト・コンポーネント計画ソフト・コンポーネント計画ソフト・コンポーネント計画ソフト・コンポーネント計画 

（1）背景 

現在、シェムリアップ市の水道事業は MIMEシェムリアップ州事務所に属するシェムリアップ水道

局が運営している。シェムリアップ水道局（SRWSS：Siem Reap Water Supply System）は正規職員 7名、

臨時職員 5名の計 12名からなり、593顧客に対して給水サービスを実施している。本計画では、新た

に 8,000m3/日の上水道システムを整備し、給水サービスを 4,570戸の一般家庭およびホテルなどの観光

産業へ行うことが予定され、給水対象者はおよそ 8倍の規模へと拡大する。 

1,400m3/日の能力を有する既存施設は、除鉄プロセスを含み計画施設とほぼ同様なプロセスを採用し

ているが、3名のオペレータはいずれも経験は浅く、施設は適切に運転管理されているとは言いがたい。

また、給水サービスに関連した、顧客管理、メータリーディング、料金請求・徴収に関する業務につ

いてもわずかに 2名の担当員の手作業に委ねられており、プノンペン市水道公社（PPWSA）が採用し

効果をあげている系統立てたシステムは採用されていない。 

本計画により構築される上水道システムが期待される目標を達成するためには、MIME は適切な資

質を有する要員を配置し、組織強化を図り事業を管理・運営してゆかねばならない。しかしながら、

「カ」国の現状を考慮すれば、MIME が即戦力としてこれらの要員を確保することは困難であり、本

計画により整備される施設規模に見合ったソフト・コンポーネントを実施し要員を養成しなければな

らない。また、新たな給水対象区域の住民を顧客として取り込み、安定的に事業経営を行うためには、

水道の便益等に係る教育普及活動を通じて、住民の衛生意識の向上を図らなければならない。これら

を強力に支援するため、ソフト・コンポーネントにより、マネジメントならびにエンジニアリングの

両面から支援することが妥当と考えられる。 

なお、本ソフト・コンポーネント実施においては、我が国の協力により平成 15年度から開始された

「水道事業人材育成プロジェクト」の訓練計画に留意し、訓練の実施時期および内容について緊密に

連携を図るものとする。すなわち、「水道事業人材育成プロジェクト」においては水道事業の一般的

知識に関する訓練を実施し、本ソフト・コンポーネントでは、i)マネジメント分野においては組織強化

および住民の衛生面における啓蒙活動を行い、ii)エンジニアリング分野においては、「水道事業人材

育成プロジェクト」にて一般水道知識を習得済みとして、本計画上水道施設に特化した具体的なシス

テム（取水、浄水、送・配水施設）の運転管理について技術指導を行うものとする。 

（2）ソフト･コンポーネントの目的 

水道事業の使命は、健全な経営基盤の基に、施設を適切に運転・管理し、受益者である住民に対し

て安全な水を安定的に供給することである。ソフト・コンポーネントは同使命を果たすため、水道事

業体の組織強化を図り、保有する施設を適切に維持管理すると共に、シェムリアップ市民への啓蒙を

通じて安定顧客として取り込み、給水事業を健全に運営できることを目的とする。 
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（3）ソフト･コンポーネントにより達成が期待される成果 

ソフト・コンポーネントの実施により次の成果が期待される。 

i) 施設の運転管理に関する技術指導 

• 整備される上水道システムが適切に運転管理される。 

ii) 組織強化に関する指導 

• 水道事業体の組織および財務の健全性を維持し、事業を運営することができる。 

iii) シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動 

• 住民が飲料水と健康の関連について十分な知識を得る。 

• 公共水道への接続意思を啓発し、水道料金支払意思の向上に寄与する。 

（4）実施形態 

ソフト・コンポーネントは、研修内容を熟知した日本人ソフト・コンポーネント総括コンサルタン

トの計画・管理の下、PPWSA専門家、現地教育コンサルタント、現地 ITコンサルタント、現地 NGO

などのローカル・コンサルタントを活用しながら、座学や演習、OJT などの形態により、研修やワー

クショップ、情報システム開発を実施する。技術指導に関しては現状「カ」国は発展途上であり、水

道技術の運転管理について指導できるローカル・コンサルタントは存在しないため、日本人技術コン

サルタントを起用する。 

日本人コンサルタントとローカル・コンサルタントの共同作業の基本的な役割分担は、以下の通り

とする。 

日本人コンサルタントの役割 

i) ソフト･コンポーネント総括コンサルタント 

• ソフト・コンポーネント計画全体を管理する 

• 全体研修計画を立案する。 

• 研修実施時にローカル・コンサルタントが行う講義および実習の監督、研修終了時の確認試

験結果の総合評価を行う。 

• 電算化計画の立案、基本システム要件設計、ローカル・コンサルタントが行う詳細システム

設計およびシステム開発の監督、システム・テストの確認、システム操作員研修計画の立案、

ローカル・コンサルタントが行うシステム操作員研修の監督、経営情報システムの開発を行

う。 

• 住民啓蒙計画の立案、啓蒙実施時に地域住民に対してローカル・コンサルタントが行う講義

の監督、ローカル・コンサルタントが行う啓蒙に参加した地域住民に対するアンケート分析

結果の総合評価を行う。 

ii) 技術コンサルタント 
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• 浄水技術の技術指導を実施する。（浄水技術担当コンサルタント） 

• 送・配水技術の技術指導を実施する。（配水技術担当コンサルタント） 

• 機械・電気設備および調達機材そのものの運転・管理については、請負業者による引渡し時

の運転操作指導で対応するものとする。 

ローカル・コンサルタントの役割 

i) 教育コンサルタント 

• 管理者研修計画に指示された研修項目に基づく研修教材を開発する。 

• 研修用に作成した研修教材による講義および実習の実施、研修成果の確認試験の実施・評価

を行う。 

ii) ITコンサルタント 

• 電算化計画および基本システム要件設計に基づく、顧客管理システムの詳細システム設計お

よびシステム開発、システム・テストを実施する。 

• SRWSSのシステム操作員に対するシステム操作研修を実施する。 

iii) 啓蒙コンサルタント 

• 住民啓蒙計画に基づくワークショップを実施する。 

• 地域住民を対象とした啓蒙活動(集会)の実施、参加した地域住民に対するアンケート調査お

よび分析を行う。 

実施形態 

本ソフト・コンポーネントの各モジュールと、その実施に当たる組織および実施形態は以下のとお

りとする。 

i) 施設の運転管理に関する技術指導 

• 局長、副局長 3名、浄水課長、配水課長、水質試験担当 7名を対象に、日本人浄水技術およ

び送・配水技術コンサルタントにより、詳細設計図面および設計図書を用いたクラスルーム

トレーニング、建設実施設へのフィールド・トリップ、実施施設を用いた OJTによる運転管

理に関する技術指導を行う。 

ii) 組織強化 

• 局長、副局長 3名、課長職 4名の計 8名を対象に、教育専門ローカル・コンサルタントによ

る演習を含むクラスルーム・トレーニング 方式により経営管理知識の移転を目的とした管理

者研修を行う。 

• 経理課長、電算・料金徴収課長、電算課員を対象に、PPWSA研修専門家による、クラスルー

ムトレーニングおよび OJT形式による会計実務研修を行う。 
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• 電算・料金徴収課長、電算課員を対象に、PPWSA研修専門家による、クラスルーム・トレー

ニングおよび OJT形式による顧客管理事務研修を行う。 

• 検針課員を対象に、PPWSA研修専門家による、クラスルームトレーニングおよび OJT形式

による普及・啓蒙、検針実務研修を行う。 

iii) シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動 

• SRWSS、MIME、内務省、シェムリアップ州政府（下水担当部局含む）、APSARA、などの政

府関係者やシェムリアップで活動している NGO、ホテルやレストランなどの産業からの代表

者、現在 SRWSSから給水サービスを受けている顧客代表を対象に、NGOのファシリテーシ

ョンにより、集会形式によるワークショップを行う。 

• シェムリアップ市民を対象に、毎回 30～40名を招待し、NGOのファシリテーションにより、

集会形式による啓蒙集会を計 6回実施する。 

（5）活動 

本ソフト・コンポーネントにおいては以下の活動を行う。詳細は表 3-28に示す。 

施設の運転管理に関する技術指導 

本計画で整備される取水施設、浄水施設、送・配水施設の運転管理に必要な基礎的知識、および運

転管理方法を指導する。 

本ソフト・コンポーネントは以下に示すとおり「水道事業人材育成プロジェクト」による SRWSS

技術者への一般水道知識教育を踏まえ実施される。技術指導は技術教材（維持管理ガイドライン）を

開発し、教材を利用し講習を行い、参加する職員（研修生）がクラスルームトレーニングやフィール

ド・トリップにより本計画施設の構成および目的を理論的に理解した上で、施設を運転管理できるよ

う OJTにより技術指導する。具体的な指導内容は以下のとおり。 

• 取水施設、浄水施設、送・配水施設の構成を講習する。 

• 取水施設、浄水施設、送・配水施設の水理的能力を講習する。 

• 浄水プロセスについて講習する。 

• 取水量、浄水量、送・配水量に応じた施設の運転管理方法を訓練する。 

• 原水水質に応じた浄水プロセスの運転管理方法を訓練する。 

なお、本ソフト・コンポーネントとは別に、請負業者は施設引渡し時の運転操作指導の一環として、

施設を構成する各設備の運転管理マニュアルを作成し、それぞれの設備を適切に維持管理できるよう

訓練する。 
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技術協力プロジェクト 
水道事業人材育成 
プロジェクト 

＝＞ 
コンサルタント 
本体ソフト・ 
コンポーネント 

＝＞ 
本邦請負業者 
本体引渡時の 
運転操作指導 

一般水道知識を習得する。  本計画上水道システムの施
設構成、浄水プロセス、取
水・送配水施設の水理的能力
に係る基礎的知識を習得す
る。 

 本計画上水道システムの
個々の設備の運転管理方
法を習得する。 

組織強化に関する指導 

本計画で整備される上水道事業の経営管理を行うために必要な業務知識および管理知識を向上させ

るため、i)管理者研修、ii)事務管理担当者研修の 2つの研修を行う。また、組織運営を正確さと効率性

の面から支援するために、既に PPWSA にて整備が進んでいる程度の iii)経営情報システム（MIS: 

Management Information System）、会計システム、顧客管理システム（請求・回収管理を含む）の導入・

開発、および iv)システム操作員への実務研修を行う。 

i) 管理者研修：SRWSSの経営管理者への経営管理知識の指導 

• 会計、人事、業務管理など経営管理に必要な知識および経営管理技術を講習する。 

• MIS月次報告書を題材に、経営管理情報の読み方を講習する。 

ii) 事務管理実務研修：SRWSSの事務管理担当者への事務知識の指導 

• 会計業務の流れと会計事務に必要な会計知識を講義する。 

• 顧客管理業務に必要な、顧客情報の管理知識を講義する。 

• 普及・啓蒙、検針業務に必要な知識を講義する。 

iii) 業務支援システムの導入・開発 

• EXCELを使った経営情報システムの開発を行う。 

• 顧客管理システムを開発する。 

iv) 電算システム操作員研修 

• 会計システムの操作・運用に関する実務研修を行う。 

• 顧客管理システムの操作・運用に関する実務研修を行う。 

• 研修担当コンサルタントが、操作技術の習得の確認を行う。顧客管理システムの操作・運用

に関しては、電算・料金徴収課長および電算課員に、会計システムに関しては、経理課長に

対し 1人でシステムが操作できる水準に達するまで、実務研修を行う。 

シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動 

本計画で強化される給水事業の顧客へのサービス拡大を行うために 2つの活動を行う。まず、i)水道

事業および関連事業関係者を集め、ワークショップを行う。参加者の掲げている使命や立場の相互理

解、課題や方向性の再認識、協力関係の確立の可能性等を討議する。次に、ii)ワークショップで期待
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される協力関係などの成果を活用し、シェムリアップ市民を対象に、衛生の重要性と水道の役割の啓

蒙を目的とした集会をシリーズで開催する。 

i) ワークショップ 

• シェムリアップ市における衛生の普及の必要性や取るべき活動、各参加者の出身団体の使命、

抱えている問題や課題について相互理解する。 

• 各参加者の出身団体および参加者の相互協力の可能性について議論する。 

• シェムリアップ市の水源の状況を理解し、持続的な水利用について議論する。 

• 参加者に、ワークショップに関する意見や相互協力に対するコミットメントに関するアンケ

ートを実施し、分析する。相互協力に対するコミットメントが得られた参加者には、後で啓

蒙集会等への協力を要請する。 

ii) 啓蒙集会 

• 衛生の重要性、水道の役割やしくみ、料金体系などの講義を行う。 

• 下水道関係者等の協力を得て、下水道の役割等について講義を行う。 

• 参加者に啓蒙集会に関する意見や水道の役割に関する理解の程度に関するアンケートを実施

し、分析する。アンケートで寄せられた意見は、次回の啓蒙集会のやり方に可能な限り反映

させる。 

• SRWSSの啓蒙担当職員（営業部員）に、啓蒙集会の計画、実施、アンケート分析に関する技

術指導を、OJTで行う。 

（6）業務工程、成果品と詳細投入計画 

業務工程については図 3-20に、成果品と詳細投入計画については表 3-28に示す。 

要員の訓練に関しては、管理職研修を実施した後、順次事務職員の訓練、技術職職員の訓練へと移

行する。管理職の研修の開始時期は、本計画施設建設事業が 2006年の当初に完成を見るものとすれば、

2005年 5月頃から準備を開始し、7月頃から研修を開始することが望ましい。従って、MIMEは 2005

年 5月以前に要員の確保が完了していなければならない。 

ソフト・コンポーネントによる技術職への訓練は、施設が完成する時期およびプノンペンにて 2005

年 10月頃 PPWSAを中心に行われる「水道事業人材育成プロジェクト」との連携を考慮して、2005年

11月頃から開始することが望ましい。期間は２ヶ月間として本計画施設が完成する 2006年 1月までに

完了するものとする。 

住民への普及・啓蒙活動は 2005年 7月に準備を開始し、ワークショップ開催、啓蒙住民集会共に 7

月頃開始する。啓蒙住民集会に関しては、以降、月に１回程度のペースにて 2005年次中に計 6回実施

することとする。 
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（7）目標達成、成果の確認 

本ソフト・コンポーネントの各モジュールが計画している目標および成果の確認は表 3-29に示す。 

技術訓練、管理職訓練、事務職訓練等は、訓練実施者が表 3-29の項目により、技術指導内容の理解

度を評価し確認する。 

業務支援システム開発は、システムが完成した後、システム・ドキュメント（システム仕様書、プ

ログラム・リスク、稼動テスト結果等）およびシステム動作の確認をもって成果の確認とする。 

システム操作研修は、システム運用管理責任者（顧客管理システムは電算・料金徴収課長、会計シ

ステムは経理課長）が、それぞれのシステムを 1人で操作できることを研修者が成果として確認する。 

啓蒙集会に関しては、集会参加者へのアンケート調査を分析することにより、成果の確認を行う。 
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表表表表 3-28    活動詳細計画活動詳細計画活動詳細計画活動詳細計画 
区分 活動内容 成果 活動方法 必要な投入量 備考 
施設の運転管理に関する技術指導施設の運転管理に関する技術指導施設の運転管理に関する技術指導施設の運転管理に関する技術指導    1111    
 • 本計画取水施設、浄水施設、送・配水施設の構成を講習

する。 
• 取水施設の構造および揚水能力を講習する。 
• 浄水施設の構造、各プロセスの目的について講習する。 
• 送・配水管網の管径、材質、および水理的能力について
講習する。 

• 配水管網の漏水調査方法について講習する。 
• 必要な取水量を任意に設定できるよう取水施設を適切
に運転管理できるよう訓練する。 

• 必要な取水量ならびに原水水質に応じて、浄水場を適切
に運転管理できるよう訓練する。 

• 浄水場の運転および配水計画に応じた送配水管理がで
きるよう訓練する。 

• 取水流量調整方法について訓練する。 
• 浄水施設運転方法について訓練する（流量調節、薬品注
入量調節、洗浄水量調節）。 

• 送・配水管理について訓練する（流量・圧力調節、漏水
管理、配水管更新計画、排水方法）。 

• 水質管理マニュアル（原水の水質管理、浄水の水質管理、
配水水質管理）を作成し、水質管理ができるよう訓練す
る。 

• 量水器の接続方法について講習する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研修計画書、研修
教材、維持管理マ
ニュアル、研修者
による研修受講者
評価。 
 

詳細設計図面および設計
図書を用いたクラスルー
ムトレーニング、 
実施施設へのフィール
ド・トリップ、実施施設
を用いた OJT 
 
対象：SRWSSの技術担当
管理者および職員（局長、
副局長全員、浄水課長、
配水課長、水質試験担当）
計 7名。 

浄水技術者および配
水技術者（日本人コン
サルタント） 
 
企画・準備： 
２人 X 0.5ヶ月 
実施： 
２人 X 1.5ケ月 

ソフト・コンポーネン
トに先立ち、一般水道
知識については「水道
事業人材育成プロジ
ェクト」にて訓練を実
施する。 
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組織強化組織強化組織強化組織強化    
2222----1.1.1.1.    管理者研修：管理者研修：管理者研修：管理者研修：SRWSSSRWSSSRWSSSRWSS の経営管理者への経営管理知識の指導の経営管理者への経営管理知識の指導の経営管理者への経営管理知識の指導の経営管理者への経営管理知識の指導    

    
• 経営管理に必要な知識および経営管理技術を講習する。 
• 会計業務と財務管理について講習する。 
• 人事管理業務（採用、評価、昇進、待遇等）と人材開発、
人材掌握について講習する。 

• 業務管理（購買、普及啓蒙、給水）とリスク管理につい
て講習する。 

• コミュニケーション（広報、渉外、組織内コミュニケー
ション、顧客とのコミュンニケーション、リスク・コミ
ュニケーション等）について講習する。 

• ファシリテーション、部下のモチベート、リスク管理等
について講習する。 

• MIS月次報告書を題材に、経営管理情報の読み方を講習
する。 

管理者研修計画
書、管理者研修教
材、研修実施者に
よる研修受講者評
価。 
 
 

クラスルームトレーニン
グ 
 
対象：SRWSSの局長、副
局長 3名、課長職 4名の
計 8名 
 
 

ローカル・コンサルタ
ント（教育コンサルタ
ント） 
 
企画・準備： 
1人 X 10日 
実施：2人 X 19日 

2-3)で開発された経営
情報システムの出力
帳票を教材の一部に
活用する。 
 

2222----2.2.2.2.    事務管理実務研修：事務管理実務研修：事務管理実務研修：事務管理実務研修：SRWSSSRWSSSRWSSSRWSS の事務管理担当者への事務知の事務管理担当者への事務知の事務管理担当者への事務知の事務管理担当者への事務知
識の移転識の移転識の移転識の移転    

    
• 会計業務の流れと会計事務に必要な会計知識を講義す
る。 

• 顧客管理業務に必要な、顧客情報の管理知識を講義す
る。 

• 普及・啓蒙、検針業務に必要な知識を講義する。 
 

事務管理者実務研
修計画書、研修実
施者による研修受
講者評価。 
 

クラスルームトレーニン
グ 
 
対象：SRWSSの職員： 
会計：経理課長、電算・
料金徴収課長、電算課員 
顧客管理：電算・料金徴
収課長、電算課員 2名 
普及・啓蒙、検針：検針
課員 3名 

PPWSA教育専門家 
 
企画・準備： 
1人 X １0日 
実施：3人 X 15日 

 
 
 

2222    

2222----3.3.3.3.    業務支援システムの開発業務支援システムの開発業務支援システムの開発業務支援システムの開発    
    

• EXCELを使った経営情報システムの開発を行う。 
• 顧客管理システムを開発する。 
 

基本システム要件
書、 
システム・ドキュ
メント 

システム開発 
 

ローカル・コンサルタ
ント（IT コンサルタ
ント） 
顧客管理システム開
発：2人 X 40日 

簡単な経営情報シス
テムの開発は日本人
ソフト・コンポーネン
ト総括コンサルタン
トが担当。 
 

 2222----4.4.4.4.    電算システム操作員研修電算システム操作員研修電算システム操作員研修電算システム操作員研修    
    

• 会計システムの操作・運用に関する実務研修を行う（局
長、副局長 2名、電算・料金徴収課長、経理課長の 5名。

情報システム研修
計画 
 
 

電算システムを使った実
務研修 
 
対象：それぞれの項目に
ついて左記のとおり。

ローカル・コンサルタ
ント（IT コンサルタ
ント） 
 

2-3)のシステム導入・
開発を行った IT コン
サルタントが研修も
担当する。 
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1人でシステム操作ができる水準にまで訓練を行うのは
経理課長 1名）。 

• 顧客管理システムの操作・運用に関する実務研修を行う
（局長、副局長 3名、電算・料金徴収課長 1名、電算課
員 1名、検針課員 3名の計 9名。1人でシステム操作が
できる水準にまで訓練を行うのは電算・料金徴収課長と
電算課員 2名）。 

 ついて左記のとおり。 
 

 
2人 X 15日 
（システム・インスト
ール含む） 
 

シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動    
3333----1.1.1.1.    ワークショップワークショップワークショップワークショップ    

    
• シェムリアップ市における衛生の普及の必要性や取る
べきアクションについて議論する 

• 各参加者の出身団体の使命、抱えている問題や課題につ
いて相互理解する 

• シェムリアップ市の水源の状況を理解し、持続的な水利
用について議論する 

• 各参加者の出身団体および参加者の相互協力の可能性
について議論する 

• 参加者に、ワークショップに関する意見や相互協力に対
するコミットメントに関するアンケートを実施し、分析
する。 

ワークョップ実施
計画。 
参加者アンケート
分析。 
 
 

集会形式によるワークシ
ョップ。 
 
参加想定者： 
SRWSS、MIME、内務省、
シェムリアップ州政府、
APSARA などの政府関
係者やシェムリアップで
活動している NGO、ホテ
ルやレストランなどの産
業からの代表者、現在
SRWSS から給水サービ
スを受けている顧客代
表。 

ローカル・コンサルタ
ント（NGO） 
 
企画・準備：1人X 10
日間 
実施：2人 X 3日間 
 

 
3333    

3333----2.2.2.2.    啓蒙集会啓蒙集会啓蒙集会啓蒙集会    
    

• 衛生の重要性について講義を行う 
• 水道の役割やしくみ、料金体系などの講義を行う 
• 下水道関係者等の協力を得て、下水道の役割等の講義を
行う 

• 参加者に啓蒙集会に関する意見や水道の役割に関する
理解の程度に関するアンケートを実施し、分析する。 

• SRWSSの啓蒙担当職員（検針課員および営業部長）に、
啓蒙集会の計画、実施、アンケート分析に関する技術移
転を、OJTで行う 

 

啓蒙活動実施計画 
参加者アンケート
分析。 

集会形式 
 
対象者：シェムリアップ
市民を対象に、毎回 30～
40名を招待し、計 6回実
施 
 
 

ローカル・コンサルタ
ント（NGO） 
 
企画・準備：1人X 20
日 
実施：2人 X 1日 X 6
回 

3-1)のワークショップ
参加者で、下水道関係
者の協力を得る。 
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表表表表 3-29    各モジュールの成果と成果確認項目各モジュールの成果と成果確認項目各モジュールの成果と成果確認項目各モジュールの成果と成果確認項目 
モジュール 成果 達成確認項目 
1111．施設の運転管理に関する技術指導．施設の運転管理に関する技術指導．施設の運転管理に関する技術指導．施設の運転管理に関する技術指導    

 施設（取水、浄水、送・配水）の構成内
容、目的を理解し、適切に運転管理でき
る。量水器の接続方法が理解できる。 

・ 井戸構造、材質、揚水量、配置の把握ができる。 

・ 取水、送・配水管網の管径、材質、および水理的能
力の把握ができる。 

・ 浄水場の各施設の滞留時間の把握ができる。 

・ 除鉄が把握できる。 

・ 薬品設備の構成、材質、配置の把握ができる。 

・ 消毒設備の構成、材質、配置の把握ができる。 

・ 配水ブロックごとの配水量（漏水）を把握できる。 

・ 計画給水量に応じて計画取水量を決定できる。 

・ 計画取水量に応じた取水ポンプ台数を設定し、運転
することができる。 

・ 計画取水量および原水水質に応じて、薬品注入量を
設定し、薬品注入設備を運転できる。 

・ 各プロセスにおける鉄、マンガン、濁度、残留塩素
の水質分析ができる。 

・ ろ過池の洗浄ができる。 

・ 各配水ブロックへ必要な送配水ができる。 

・ 量水器の据付方法が理解できる。 

・ 量水器接続に必要な工具類を操作できる。 
2. 2. 2. 2. 組織強化に関する指導組織強化に関する指導組織強化に関する指導組織強化に関する指導    
2222----1. 1. 1. 1. 管理者研修：管理者研修：管理者研修：管理者研修：SRWSSSRWSSSRWSSSRWSS の経営管理者への経営管理知識の移転の経営管理者への経営管理知識の移転の経営管理者への経営管理知識の移転の経営管理者への経営管理知識の移転    

 水道事業組織の管理者が、給水事業
の経営管理に必要な業務知識および
管理知識を習得し、情報システム等
を活用しながら、財務管理（予算管
理、原価分析）、人事管理（人事評価）
等の経営管理を行っていける。 

・ 財務報告書を作成し財務報告を行える。 

・ 予算管理のしくみを理解し、予算管理を行っていけ
る。 

・ 原価分析の方法を理解し、適切に原価分析を行い、
適正な水道料金への改定提案を行える。 

・ 規定に基づき、適切な人事評価を行い、人事管理に
より組織を人事面から管理できる。 

・ 広報活動や渉外活動、普及・啓蒙活動を管理できる 
2222----2. 2. 2. 2. 事務管理実務研修：事務管理実務研修：事務管理実務研修：事務管理実務研修：SRWSSSRWSSSRWSSSRWSS の事務管理担当者への事務知識の移転の事務管理担当者への事務知識の移転の事務管理担当者への事務知識の移転の事務管理担当者への事務知識の移転    

 水道事業組織の事務管理スタッフ
が、給水事業の事務処理に必要な業
務知識を習得し、情報システム等を
活用しながら、会計（仕訳、財務諸
表作成）、顧客管理（新規顧客登録、
消費分析、請求・回収管理）、啓蒙・
普及、検針等の事務を行っていける。 

（会計（会計（会計（会計分野）分野）分野）分野）    

・ 入・出金処理ができる。 

・ 仕訳処理ができる。 

・ 財務諸表が作成できる。 

・ 費用配賦ができる。 

・ 予算策定ができる。 

（顧客管理分野）（顧客管理分野）（顧客管理分野）（顧客管理分野）    

・ 新規顧客の登録手続きができる。 

・ 顧客の水消費量が計算できる。 

・ 顧客の水消費量に基づき請求書を発行できる。 
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・ 顧客台帳に記載された請求書発行記録、回収記録か
ら、回収状況を把握できる。 

（啓蒙・普及、検針）（啓蒙・普及、検針）（啓蒙・普及、検針）（啓蒙・普及、検針）    

・ 普及・啓蒙のしかたを理解している。 

・ 検針のしかた全体の仕事の流れの中で理解してい
る。 

・ 請求・回収管理のしかたを理解している。 
2222----3.3.3.3.業務支援システムの開発業務支援システムの開発業務支援システムの開発業務支援システムの開発    

 業務支援システム（顧客管理システ
ムおよび会計システム）が開発され
る。 

・ システムドキュメントが作成される。 

・ 顧客管理支援システムの動作が確認される。 

・ 会計システムの動作が確認される。 
2222----4.4.4.4.電算システム操作員研修電算システム操作員研修電算システム操作員研修電算システム操作員研修    

1) 顧客管理システムの操作ができる。 ・ 顧客管理システムを使い、顧客情報を管理できる。 

・ 顧客管理システムを使って、水道料金請求管理がで
きる。 

・ 顧客管理システムを使って、水道料金回収管理がで
きる。 

・ 顧客管理システムを使って、顧客管理情報に基づく
顧客からの苦情処理ができる。 

・ 顧客管理システムを使って、水道消費量の変化など
から、疑わしい顧客を分析できる。 

2) 会計システムの操作ができる。 ・ 会計システムを使い会計情報を管理できる。 

・ 会計システムを使い、会計処理ができる。 

・ 会計システムを使い、財務情報を経営者に報告でき
る。 

・ 会計システムを使い、部門別予算管理ができる。 

・ 会計システムを使い、原価分析ができる。 
3.3.3.3.シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動シェムリアップ市民への衛生面での啓蒙活動    
3333----1.1.1.1.ワークショップワークショップワークショップワークショップ    

 シェムリアップ市民が、衛生の重要性と
上下水道の役割を理解するための方策や
協力関係のコンセンサスを得る。 

・ 上下水道事業関係者が、衛生や上下水道の啓蒙・普
及に関する知識を共有する。 

・ 上下水道事業関係者が、衛生や上下水道の啓蒙・普
及活動に関する協力を行うことをコミットする。 

3333----2222．啓蒙集会．啓蒙集会．啓蒙集会．啓蒙集会    

 ・ 住民が水道事業について正しい認識を
持つ。 

・ 住民が飲料水と健康の関連につい
て十分な知識を得る。 

・ 公共水道への接続意思を啓発し、水道
料金支払意思の向上に寄与する。 

・ 啓蒙集会参加者が、衛生の重要性や上下水道の役割
を理解する。 

・ SRWSSのカウンターパートが、普及集会の企画・運
営の技術を習得する。 

3333‐‐‐‐2222‐‐‐‐4444‐‐‐‐8888    実施工程実施工程実施工程実施工程 

実施工程は図 3-20に示す。実施設計として 7ヶ月、入札手続として 3ヶ月、機材調達および建設工

事として 15ヶ月、全体工期は 25ヶ月である。 



実施設計　計　７ヶ月

調達・施工　計　１５ヶ月

資機材製作・調達・輸送
準備工

井戸築造

浄水池築造工

ポンプ室築造工

高架水槽築造工

酸化・ろ過設備工

着水井築造工

管理棟築造工

ワークショップ築造工

予備発電・電気棟築造工

薬品注入設備築造工

ガードハウス築造工

機械設備工事

受電・動力設備工

配水管布設工事

給水本管敷設工事

試運転/調整

計　８ヶ月

計　２５ヶ月

図　3-20　全体実施工程図　3-20　全体実施工程図　3-20　全体実施工程図　3-20　全体実施工程

全体実施工程

3 6 74 51 2 9

調
　
達
　
・
　
施
　
工

8

業者契約

入札図書承認

入札公示

現説・図渡し

交換公文締結(E/N)

コンサルタント契約

項目 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

コンサルタント契約

入　　札

入札評価

101

現地調査

契
約

実
施
設
計

詳細設計

入札図書作成

実施設計工程

調達・施工工程

ソフトコンポーネント
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